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2022 年 4 月 11 日 

株式会社ＡＣＳＬ 

 

ＡＣＳＬ、CVCよりメトロウェザーに出資し連携を強化 

 

 

 株式会社ＡＣＳＬ (本社：東京都江戸川区、代表取締役社長：鷲谷聡之、以下「ＡＣＳＬ」)の子会社で

あるＡＣＳＬ1 号有限責任事業組合は、風を 3 次元に可視化する小型・高性能ドップラー・ライダー・シ

ステムを擁するメトロウェザー株式会社（本社：京都府宇治市、代表取締役 古本淳一、以下「メトロウ

ェザー」）に対して出資しましたので、お知らせいたします。 

 

 ＡＣＳＬは 2022 年 2 月 28 日に中期経営方針「ACSL Accelerate FY22」を公表※し、経済安全保障の

強化や航空法改正に伴う有人地帯上空における目視外飛行(Level 4)の緩和や免許制度などの整備が進む

中で、「持続可能なグローバル・メーカーへ」変遷することを目指し、事業を推進しています。 

 中期経営方針の事業戦略の 1 つとして、用途特化型機体の量産化と社会実装を推進する中で、ドロー

ンを安全に飛行させるために空の風況を適時かつ正確に把握することはなくてはならないものと考えて

おります。 

 

 メトロウェザーは、小型高性能ドップラー・ライダーにより空の風況を立体的に把握し、可視化するこ

とで「エアモビリティー社会」と「安全安心な都市生活」の実現に貢献することを目指す企業です。 

 ＡＣＳＬとメトロウェザーは、2021 年 7 月にメトロウェザーの風況観測データをＡＣＳＬのドローン

運航制御プログラムへ組み込むことに成功したことを発表しております。本出資を通して、メトロウェザ

ーとの連携を強化し、ドローンの社会実装に向けた取り組みを推進してまいります。 

 

※ 中期経営方針「ACSL Accelerate FY22」 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/6232/tdnet/2073279/00.pdf 

 

【株式会社ＡＣＳＬについて】 https://www.acsl.co.jp/ 

ＡＣＳＬは、産業分野における既存業務の省人化・無人化を実現すべく、 国産の産業用ドローンの開発

を行っており、特に、画像処理・AI のエッジコンピューティング技術を搭載した最先端の自律制御技術

と、同技術が搭載された産業用ドローンを提供しています。既にインフラ点検や郵便・ 物流、防災など

の様々な分野で採用されています。  

 

【このニュースリリースへのお問い合わせ】 

株式会社ＡＣＳＬ 担当：廣嶼（ひろしま）  

Tel: 03-6661-3870  Email: sales@acsl.co.jp                       
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